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平成24年 月号広報 3
１月29日に町内の小学校で学習発表会が行われました。
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2２０１２.３月

プレイベント開催決定

え
ひ
め
南
予
い
や
し
博
２
０
１
２

い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
！

え
ひ
め
南
予
い
や
し
博
と
は
…

　
﹃
え
ひ
め
南
予
い
や
し
博
﹄
は
、
２
０
１
２
年
の
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
宇
和
島
圏
域
（
宇
和
島
市
、
松
野
町
、
鬼

北
町
、
愛
南
町
）
の
１
市
３
町
に
お
い
て
催
さ
れ
る
、﹁
う
み
・
か
わ
・
も
り
・
ひ
と
、
楽
園
め
ぐ
り
﹂
を
テ
ー
マ
と

し
た
、
観
光
振
興
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
﹃
い
や
し
博
﹄
は
、
新
た
に
パ
ビ
リ
オ
ン
な
ど
の
施
設
を
造
る
わ
け
で
は
な
く
、
地
域
と
と
も
に
、
宇
和
島
圏
域
な

ら
で
は
の
観
光
資
源
に
更
に
磨
き
を
か
け
、
観
光
客
に
そ
の
魅
力
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

間
も
な
く
、
高
速
道
路
が
宇
和
島
ま
で
延
伸
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
県
内
外
に
南
予
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

４
／
１　
　

ま
つ
の
桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

お
な
じ
み
の
桃
源
郷
ま
つ
の
を
代
表
す
る
マ
ラ
ソ
ン

大
会
で
す
。

４
／
₂₂　
　

い
や
し
博
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

�

﹃
い
よ
伊
予
な
ん
よ
！
き
て
み
祭
﹄

　

宇
和
島
市
の
﹃
き
さ
い
や
広
場
﹄
に
お
い
て
、
い
や

し
博
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。�

（
主
会
場
／
道
の
駅　

き
さ
い
や
広
場
）

４
／
下
旬　

滑
床
渓
谷
山
開
き

　

滑
床
渓
谷
来
訪
者
の
安
全
を
祈
願
し
た
神
事
な
ど
を

行
い
ま
す
。

４
／
₂₉　
　

森
の
四
万
十
自
然
学
校　

開
校
式

　

南
予
い
や
し
博
を
記
念
し
、
松
野
町
と
鬼
北
町
は
﹃
森

の
四
万
十
自
然
学
校
﹄
と
称
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
す
。
タ
レ
ン
ト
の
清
水
国
明
さ
ん
が
校
長
と
し

て
就
任
さ
れ
ま
す
。

５
／
₁₃　
　

滑
床
渓
谷
ハ
イ
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

 

︵
森
の
四
万
十
自
然
学
校
︶

　

新
緑
あ
ふ
れ
る
滑
床
渓
谷
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
滑
床
山

系
の
登
山
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

６
／
₁₀　
　

ラ
ジ
オ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
﹁
芝
不
器
男
の
魅
力
を
語
る
﹂

 

︵
森
の
四
万
十
自
然
学
校
︶

　

松
野
が
生
ん
だ
俳
人
﹃
芝
不
器
男
﹄
の
魅
力
を
ラ
ジ

オ
を
通
じ
て
語
り
合
い
ま
す
。

７
／
下
旬　

滑
床
渓
谷
シ
ャ
ワ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　
﹃
滑
床
沢
歩
き
﹄。
滑
床
の
涼
し
さ
を
浴
び
な
が
ら
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

７
／
下
旬　

ラ
イ
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
in
森
の
国

　

県
内
外
の
バ
イ
カ
ー
が
集
ま
り
、
虹
の
森
公
園
を
主

会
場
と
し
て
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

７
／
₂₈
・₂₉　
滑
床
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

 

︵
森
の
四
万
十
自
然
学
校
︶

　

滑
床
渓
谷
を
舞
台
に
ア
ウ
ト
ド
ア
を
体
験
す
る
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

釣
り
番
組
で
有
名
な﹃
チ
ョ
ー
さ
ん
﹄も
や
っ
て
き
ま
す
。

開
催
期
間
中
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

３／ 18　戦国絵巻　桃源郷 駅伝の巻
 『森の国戦国武者伝走』
　虹の森公園を中継基地に、甲冑を着け
た武者たちが山城や古戦場目指して疾走
します。伊予と土佐の誇りをかけた駅伝
対決、どちらに栄冠は輝くでしょう。

３／４　宇和島北～西予宇和
 ハイウェイフェスティバル２０１２
　高速道路供用開始の直前に、開通区
間を使ったサイクリング＆ウォーキング
大会を開始します。物産展やキャラク
ターショーなど一度きりの多彩な催しが
満載です。（主会場／三間インター）え

ひ
め
南
予
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

 

に
ゃ
ん
よ

プレイベント開催決定



3 ２０１２.３月

特集　Close up

８
／
上
旬　

森
の
国
ゆ
か
た
祭
り

　

松
丸
駅
前
通
り
を
主
会
場
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
。
浴
衣

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

８
／
13　
　

森
の
国
の
夏
祭
り

　

森
の
国
松
野
町
の
大
イ
ベ
ン
ト
。
迫
力
満
点
の
花
火

大
会
は
町
外
か
ら
も
人
気
で
す
。

９
／
₁₆　
　

Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
ぽ
っ
ぽ
音
楽
祭

 

︵
森
の
四
万
十
自
然
学
校
︶

　

Ｊ
Ｒ
松
丸
駅
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

見
に
来
た
あ
な
た
も
主
役
で
す
。

９
／
下
旬　

句
会
ラ
イ
ブ 

︵
森
の
四
万
十
自
然
学
校
︶

　

俳
句
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

10
／
中
旬　

戦
国
絵
巻 

桃
源
郷 

駅
伝
の
巻

 

﹃
森
の
国
戦
国
武
者
伝
走
﹄

　

河
後
森
城
や
大
森
城
、
松
野
町
は
歴
史
の
町
で
も
あ

り
ま
す
。
虹
の
森
公
園
を
中
継
基
地
に
、
甲
冑
を
着
け

た
武
者
た
ち
が
山
城
や
古
戦
場
目
指
し
て
疾
走
し
ま
す
。

伊
予
と
土
佐
の
誇
り
を
か
け
た
駅
伝
対
決
の
本
格
的
幕

開
け
で
す
。

₁₀
／
₁₃
・
₁₄　

熊
本
フ
ミ
と
行
く

　
　
　
　
　
　

大
人
の
修
学
旅
行
・
遠
足

 

︵
森
の
四
万
十
自
然
学
校
︶

　

県
内
東
中
予
、
県
外
か
ら
、
松
野
町
・
鬼
北
町
へ
の

ツ
ア
ー
を
募
集
し
ま
す
。

₁₀
／
中
旬　

森
の
国
大
運
動
会

　

２
年
に
一
度
の
大
運
動
会
！

₁₁
／
３　
　

森
の
四
万
十
自
然
学
校
卒
業
式

　

春
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
を
振
り
返
り
、
森
の
四
万
十
自

然
学
校
を
総
括
し
ま
す
。

通　
　

年　

予
土
う
ま
い
も
の
合
戦

　

伊
予
と
土
佐
の
物
産
を
一
堂
に
集
め
た
物
産
展
を
何

数
回
に
開
催
し
ま
す
。
食
を
通
じ
て
、
伊
予
と
土
佐
の

文
化
の
違
い
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
記
載
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
に
も
、
数
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ごあいさつ
　森の国に梅の花が咲き誇る頃、待望の高速
道路がいよいよ宇和島まで延伸されます。こ
れによって、宇和島圏域内の人や物の動きは
大きく変化し、地域の産業経済にも大きな波
及効果があるものと期待されています。
　本町でも、たくさんの観光客の皆さまを
お迎えし、森の国の自然や文化を体験して
いただくため、民間団体との協働による多
彩なイベントを開催する予定です。この盛
り上がりを一過性にすることなく、持続性
のある効率的な地域活性化施策に発展させ
るためには、住民総参加によるおもてなし

の徹底、いわばチーム松
野での取り組みが必要で
す。皆さまの積極的なご
参加、ご協力をお願いい
たします。

松野町長　　阪本　壽明

　いやし博では、私たちのまちに、たくさ
んの方が訪れます。イベントに参加した方
に、より楽しんでもらうため、ご自分の興
味のあるジャンルでご参加ください。たく
さんの方の申し込みをお待ちしております。
　詳しくは、産業振興課（☎42－1116）
までお問い合わせください。

私たちのまちを訪れた方々を、
おもてなしの心で迎えましょう

ボランティアスタッフ＆
サポーターを募集します！

森の国まつのをみんなで盛り上げようニャン!!



4２０１２.３月

森の国だより

激
走
！
松
野
町
駅
伝
大
会

1月
22日

４位豊岡後分館
� 記録　1：49：15

９位目黒分館
� 記録　2：05：57８位富岡分館

� 記録　2：01：49

３位豊岡前分館
� 記録　1：48：02

２位延野々分館
� 記録　1：45：20

７位奥野川分館
� 記録　2：00：22

６位蕨生分館
� 記録　1：53：25

１位吉野分館
� 記録　1：42：52

５位松丸分館
� 記録　1：50：12

1区
︵2．₄0㎞︶
フリー

２区
︵2．₉0㎞︶
中学男子

３区
︵2．30㎞︶
小学男子

４区
︵2．₈0㎞︶
フリー

５区
︵3．1₄㎞︶
中学男子

６区
︵1．10㎞︶
小学女子

７区
︵2．30㎞︶
中学女子

８区
︵3．₄₅㎞︶
フリー

９区
︵1．₄0㎞︶
30代

10区
︵1．₆0㎞︶
フリー女

11区
︵1．₉0㎞︶
20代

12区
︵1．00㎞︶
₄0代

長利崇杜
0：0₉：3₅
吉野

藤川　翔
0：0₉：₄2
吉野

山下昴輝
0：0₈：3₉
延野々

相原健成
0：0₉：₅₉
富岡

長利俊希
0：11：2₇
吉野

野中美咲
0：0₄：12
吉野

川上優七
0：0₉：2₈
延野々

光盛　凌
0：13：0₉
延野々

小西　亨
0：0₅：02
松丸

山下陽子
0：0₆：1₆
松丸

池本　綾
0：0₆：₄₈
吉野

金谷英樹
0：03：1₇
蕨生

区間賞

　
﹁
森
の
国　

走
っ
て
む
す
ぼ
う　

心
の
タ
ス
キ
﹂
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

毎
年
恒
例
の
松
野
町
駅
伝
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
₄₄
回
目
と
な
る
こ
の
大
会

は
、
松
野
町
教
育
委
員
会
が
主
催
し
、

体
育
指
導
委
員
会
が
企
画
・
運
営
し

た
も
の
で
、
分
館
ご
と
に
チ
ー
ム
を

編
成
し
競
い
合
い
ま
す
。

　

開
会
式
で
は
、
昨
年
優
勝
し
た
吉

野
分
館
が
優
勝
旗
を
返
還
し
、
富
岡

分
館
の
太
場
由
夏
さ
ん
と
小
野
勝
義

さ
ん
が
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
日
に
は
雨
が
降
っ
て
い
た
も
の

の
、
当
日
の
朝
に
は
す
っ
か
り
上
が

り
、
快
晴
の
駅
伝
日
和
。
選
手
た

ち
は
入
念
に
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
を
行

い
、
大
会
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

第
１
区
は
目
黒
郵
便
局
前
か
ら
目

黒
隧
道
入
口
前
ま
で
の
2．₄
㎞
。
ス

タ
ー
ト
か
ら
い
き
な
り
心
臓
破
り
の

上
り
坂
を
各
分
館
の
精
鋭
た
ち
が
走

り
ま
す
。
そ
の
後
、
２
区
の
中
学
生

男
子
、
３
区
の
小
学
生
男
子
へ
と
タ

ス
キ
が
繋
が
れ
、
４
区
の
古
市
場
バ

ス
停
前
で
は
徐
々
に
選
手
間
に
差
が

開
い
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
５
区

や
８
区
で
は
、
再
び
抜
き
つ
抜
か
れ

つ
の
デ
ッ
ト
ヒ
ー
ト
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
最
後
に
は
吉
野
分
館
が
２
位
と

２
分
半
の
差
を
つ
け
て
４
年
連
続
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

選
手
・
役
員
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
。



5 ２０１２.３月

森の国だより
特別表彰選手

◆親子・夫婦・兄弟・姉妹出場
　山田　修三・ロバートラッセル・真梨子
　　　　　　　　� （豊岡後）
　高橋　泰行・かおり　� （延野々）

◆親子出場
　太場　克・由夏　　　� （富　岡）
　友岡　純・楓　　　　� （目　黒）
　東　　高広・裕樹　　� （吉　野）
　藤岡　義人・香穂里　� （奥野川）

◆兄弟・姉妹出場
　光盛　孝章・凌・綾華　� （延野々）
　古田口　美月・翼　　　� （豊岡後）
　山本　綾音・幸音　　　� （豊岡前）
　平井　千春・大貴　　　� （富　岡）
　板尾　奈々美・真奈美　� （目　黒）
　長利　崇杜・利希　　　� （吉　野）
　速水　建吾・彩華　　　� （蕨　生）
　高内　美智・俊弥　　　� （奥野川）

　

1
月
2₈
日
㈯
に
森
の
国
人
権
の

集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
町
内
か
ら
１
５
０
人
近
く
の

方
が
集
ま
り
、
盛
大
な
学
習
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
は
、
あ
お
ぞ
ら
子
ど

も
会
の
活
動
展
示
を
は
じ
め
、
児

童
生
徒
が
作
っ
た
標
語
や
ポ
ス

タ
ー
な
ど
が
数
多
く
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
町
内
の
有
志
に
よ

る
劇
﹁
聞
い
て
、
ガ
ッ
テ
ン
﹂
が

上
演
さ
れ
、
ハ
ン
セ
ン
病
な
ど
を

題
材
に
、
家
庭
で
の
人
権
問
題
に

関
す
る
話
し
合
い
の
大
切
さ
や
、

理
解
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い

て
、
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
大
阪
府
貝
塚
市

立
東
小
学
校
校
長
の
﹃
明
石
一

郎
﹄
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
明
石
氏
は
ユ
ー
モ
ア
の
溢

れ
る
語
り
口
で
、
時
折
会
場
に
笑

い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。
講
演
で

は
、
明
石
氏
自
ら
の
経
験
や
学
習

を
も
と
に
、﹁
差
別
﹂
や
﹁
偏
見
﹂

に
立
ち
向
か
う
た
め
の
ヒ
ン
ト
が

次
々
と
提
案
さ
れ
、
参
加
者
の
中

に
は
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心

に
耳
を
傾
け
る
人
も
多
く
い
ま
し

た
。ま
た
、冒
頭
で
明
石
氏
は
、﹁
人

権
と
は
幸
せ
の
追
求
で
あ
る
﹂
と

述
べ
、﹁
戦
争
も
人
権
問
題
も
天

災
で
は
な
く
、
人
が
作
っ
た
も
の

な
の
だ
か
ら
、
必
ず
人
の
力
で
解

決
で
き
る
﹂
と
人
権
教
育
の
必
要

性
を
訴
え
ま
し
た
。

森
の
国
人
権
の
集
い

1月
28日

～優勝した吉野分館のみなさん～
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森の国だより
　

２
月
３
日
は
節
分
で
す
。
町
内
の
保
育
園
で
も
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

吉
野
生
保
育
園
で
は
、
園
児
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
自
作
の
鬼
の
お
面
を
か

ぶ
り
、
雪
の
残
る
園
庭
で
﹁
鬼
は
外
！
福
は
内
！
﹂
と
元
気
よ
く
豆
ま
き

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
丸
保
育
園
で
は
年
長
児
に
よ
る
手
作
り
の
紙
芝
居
で
、
豆
ま

き
の
由
来
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
保
育
園
の
節
分
行
事
に
は
鬼
北
町
小
松
の
地
蔵
味
噌
、
松
浦
芳

三
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
煎
り
大
豆
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
園
児
た
ち
は
走
り
ま
わ
り
な
が
ら
、
い
た
だ
い
た
豆
を
ま
き
、

邪
気
を
祓
い
、
一
年
の
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

　

青
空
の
下
、
松
野
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
平

成
2₄
年
松
野
町
消
防
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
開
式
に
先
立
ち
、
東
日
本
大
震
災
で
殉

職
さ
れ
た
消
防
職
団
員
に
対
す
る
黙
と
う
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
消
防
活
動
で
命
を
落
と
さ
れ
た
消

防
職
団
員
に
敬
意
を
払
う
と
と
も
に
、
そ
の
死
を

悼
み
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
か
ら
行
わ
れ
た
式
に
は
、
岡
本
団
長

以
下
１
３
５
人
の
消
防
団
員
が
出
動
し
、
町
内
外

か
ら
の
来
賓
の
見
守
る
中
、
人
員
姿
勢
服
装
の
点

検
や
機
械
器
具
点
検
を
行
っ
た
後
、
ポ
ン
プ
操
法

や
分
列
行
進
な
ど
を
行
い
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

岡
本
団
長
は
、﹁
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
や
台
風
・

集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
多
く
発
生
し
、
多
く
の

方
々
が
亡
く
な
ら
れ
た
。
ま
た
、
今
世
紀
前
半
に

は
東
南
海
・
南
海
地
震
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
て
い

る
な
か
、
地
域
住
民
の
災
害
に
対
す
る
関
心
は
高

ま
っ
て
お
り
、
私
た
ち
消
防
団
の
果
た
す
役
割
は

極
め
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
今
年
も
訓
練
に
励

み
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
し
、
迅
速
か
つ
適
切
な

行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
参
り
た
い
。﹂と
、

災
害
の
な
い
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

町
内
の
保
育
園
で
豆
ま
き

2月
3日

　　　　平成24年出初式受賞者� 敬称略
【愛媛県知事表彰】
功　労　章
第３分団　　　　　　分団長　八十島　慶　吾

【愛媛県消防協会長表彰】
功　績　章
第３分団　第１部　　部　長　竹　内　　　学
勤　続　章
第３分団　第２部　　団　員　井　上　一　弥
第１分団　第１部　　団　員　山　口　大　樹
第１分団　第３部　　班　長　上　川　政　彦
第１分団　第２部　　団　員　金　谷　昌　宏
第３分団　第３部　　団　員　藤　岡　　　満
規　律　章
第２分団　第１部　　団　員　松　野　良　哉

【愛媛県消防協会長感謝状】
内助の功労　　　　　� 　　森　　　美智子

【宇和島地区消防団連合会長表彰】
優良消防団員
第１分団　　　　　　副分団長　山　田　修　三
第１分団　第１部　　団　員　井　上　広　満
第１分団　第３部　　団　員　大　野　正　太
第２分団　第２部　　団　員　小　野　勝　義
第２分団　第３部　　団　員　堀　川　久　人
第２分団　第３部　　団　員　板　尾　吉　喜
第２分団　第３部　　団　員　芝　　　義　樹
第２分団　第３部　　団　員　稲　澤　　　強
第３分団　第３部　　団　員　猿　屋　洋　一

【松野町長表彰】
優良消防団員
本　　　　　　部　　団　員　岡　本　まゆみ
第１分団　第２部　　団　員　三　好　良　治
第１分団　第２部　　団　員　山　口　　　哲
第２分団　第２部　　団　員　奥　野　要　助
第３分団　第２部　　団　員　山　本　浩　一
第３分団　第３部　　団　員　山　下　雄　市

【松野町長感謝状】
� � � 　　加　藤　和　男

【消防委員会表彰】
優良分団
第１分団　第２部

2月
12日

消
防
団
活
動
ス
タ
ー
ト
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まちの掲示板
　

お
さ
か
な
館
が
加
盟
し
て
い
る
㈳
日
本
動

物
園
水
族
館
協
会
の
日
本
産
希
少
淡
水
魚
繁

殖
検
討
委
員
会
が
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ

の
記
念
事
業
と
し
て
、﹁
明
日
へ
つ
な
ぐ
日

本
の
自
然
︱
よ
み
が
え
れ
，
日
本
の
希
少
淡

水
魚
﹂
展
が
全
国
一
斉
に
開
催
し
ま
す
。
お

さ
か
な
館
で
も
、
３
月
1₇
日
㈯
か
ら
５
月
13

日
㈰
ま
で
、
開
催
し
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
無
秩
序
放
流
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま

す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
身
近
な
環
境
を
守
る

こ
と
の
重
要
性
を
、
改
め
て
認
識
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
願
っ
て
の
開
催
で
す
。

　

琵
琶
湖
博
物
館
か
ら
天
然
記
念
物
﹁
ミ
ヤ

コ
タ
ナ
ゴ
﹂
や
小
樽
水
族
館
か
ら
﹁
エ
ゾ
ト

ミ
ヨ
﹂と
い
う
、珍
し
い
魚
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

松
野
町
で
も
、
無
秩
序
放
流
は
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
身
近
な
自
然
を

見
つ
め
な
お
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

森
の
国
戦
国
史
講
座
を
開
催
中

　

２
月
３
日
㈯
、
森
の
国
戦
国
史
講
座
の
第
1
回
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。
講
師
は
、
高
知
県
で
長
年
、
山
城
の
発
掘
調
査
や

研
究
を
行
っ
て
こ
ら
れ
た
松
田
直な
お
の
り則
先
生
で
、﹁
一い
ち

条じ
ょ
う

氏
か
ら
長
ち
ょ
う

宗そ

我か

部べ

氏
の
城
へ
﹂
と
い
う
題
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
条
氏
も
、
長
宗
我
部
氏
も
、
戦
国
時
代
の
高
知
県
を
中
心

に
活
躍
し
た
巨
大
勢
力
で
、
①
河
後
森
城
主
の
﹁
教の
り

忠た
だ

﹂
は
養

子
と
し
て
一
条
氏
か
ら
来
て
い
る
、
②
長
宗
我
部
氏
は
南
予
を

含
め
て
後
に
ほ
ぼ
四
国
統
一
を
成
し
遂
げ
る
な
ど
、
私
た
ち
の

暮
ら
す
こ
の
地
域
と
も
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
講

座
で
は
、
こ
の
二
大
勢
力
が
ど
の
よ
う
な
城
づ
く
り
を
行
い
、

ど
の
よ
う
に
勢
力
拡
大
を
は
か
っ
た
か
に
つ
い
て
豊
富
な
図
面

や
写
真
、
古
文
書
を
ま
じ
え
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
外
か
ら
約
₄0
名
の
皆
さ
ん
が
ご
参
加
さ
れ
、

講
師
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
本
講
座
の

最
終
（
第
５
回
）
は
、
３
月
４
日
㈰
と
な
り
ま
す
。
募
集
人
数

も
若
干
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
込
み
い
た
だ
き
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

俳句ポスト１月号の訂正について
誤：露瀬の音に黄落しきり森の宿　→　正：瀬の音に黄落しきり森の宿

訂正してお詫び申し上げます

天然記念物のミヤコタナゴ

お
さ
か
な
館
だ
よ
り

第
１
２
０
章

　
　
春
の
企
画
展 

葛
句
会
一
月
例
会
句
会 

於　

町
民
セ
ン
タ
ー

一
羽
翔
ち
こ
ぞ
り
翔
ち
け
り
鴨
の
群�

岡
本　

京
子　

七
草
の
揃
わ
ぬ
儘
に
粥
を
炊
く�

金
谷　

重
子　

ブ
ラ
ン
デ
ー
含
め
ば
ま
ろ
し
去
年
今
年�

金
谷　

恵
子　

今
一
度
戸
を
開
け
て
み
る
雪
の
朝��

金
谷　

文
恵　

初
東
風
の
故
郷
の
島
や
鳶
の
笛�

駒
山　

忠
夫　

ス
ク
ラ
ム
を
組
み
て
連
山
眠
り
け
り�

谷　

き
よ
し　

伊
予
灘
を
見
お
ろ
す
丘
や
野
水
仙�

布　
　

久
光　

七
色
に
変
る
瀬
波
や
初
日
の
出��

布　
　

康
江　

薮
入
り
や
昔
語
り
と
な
り
に
け
り�

ひ
の
た
い
ら　

寒
の
星
仰
げ
ば
鳴
り
ぬ
首
の
骨�

正
木　

玲
子　

一
年
の
願
ひ
を
込
め
し
初
詣�

宮
地
佐
知
子　

村
を
去
る
一
家
見
送
り
大
焚
火�

森
田　

す
み　

こ
の
一
年
こ
の
笑
顔
で
と
初
鏡��

�

山
下
ス
ミ
子　

吉
野
句
会
一
月
例
会 

於　

吉
野
生
公
民
館

老
に
は
重
し
買
い
物
の
傘
の
雪　

�

赤
松　

午
子　

ひ
と
す
じ
の
草
焼
く
煙
寒
に
入
る�

上
田
み
ち
子　

生
け
垣
に
花
咲
き
し
ご
と
雪
積
み
ぬ�

岡
本　

三
葉　

電
線
に
掛
か
り
し
凧
の
よ
く
舞
へ
り�

菊
澤　

大
和　

恙
な
く
仰
ぐ
神
木
初
詣　

�

竹
内
サ
ダ
子　

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
四
年　

一
月
投
句
分
）

佳
作

︽
不
器
男
記
念
館
︾　

初
霜
や
犬
撫
で
て
よ
り
出
勤
す�

鬼
北
町　

中
尾　
　

正　

����

葛
句
会
新
会
員
募
集
中
!!

私
た
ち
と
一
緒
に
俳
句
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

【
問
合
せ
先
】　

☎
42
・
０
３
３
４
（
谷　

清
）

河後森城からこんにちは
山城作業日記



8２０１２.３月

おしらせ　Information
　

�
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
３
月
１
日
㈭
～
３
月
７
日
㈬
の
一

週
間
に
わ
た
り
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

寒
さ
の
厳
し
い
冬
季
か
ら
春
季
に
か
け
て
、
火
気
使
用
器
具
の

取
扱
い
ミ
ス
や
不
注
意
に
よ
る
火
災
が
多
発
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
火
災
の
中
に
は
、｢

注
意
事
項
を
守
る｣｢

器
具
の
点
検

を
行
う｣

な
ど
、
比
較
的
簡
単
な
対
策
を
習
慣
化
す
る
こ
と
で
防
げ

た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
一
人
一

人
の
防
火
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

【
全
国
統
一
防
火
標
語
】

　
　

｢

消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で
も
う
一
度｣

【
重
点
目
標
】

１　

住
宅
防
火
対
策
の
推
進
（
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
な
ど
）

２�　

地
域
に
お
け
る
防
火
安
全
対
策
の
充
実
（
災
害
発
生
時
の
避

難
協
力
体
制
の
確
立
）

３　

高
齢
者
な
ど
が
入
居
す
る
施
設
な
ど
の
防
火
安
全
対
策
の
推
進

４�　

不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
事
業
所
な
ど
に
お
け
る
防

火
安
全
対
策
の
徹
底

５�　

乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災
発
生
防
止
対
策
の
推
進
（
た
き

火
等
火
気
管
理
の
徹
底
）

【
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生
防
止
対
策
の
要
点
】

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

～　

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策　

～

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　
４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

○�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

○�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

【
な
ぜ
必
要
？
住
宅
用
火
災
警
報
器
】

　

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

義
務
化
の
背
景

　

・�

住
宅
火
災
の
死
者
数
は
全
国
で
年
間
１
０
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

・�

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
数
の
９
割
が
住
宅
火
災
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

・�

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
う
ち
高
齢
者
が
６
割
。
逃
げ
遅
れ
に
よ
る

も
の
が
６
割
。

　

・�

火
災
件
数
は
起
き
て
い
る
時
間
帯
の
方
が
多
い
が
、
死
者
数
は

就
寝
時
間
帯
の
方
が
多
い
。

▼�

高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
さ
ら
な
る
死
者
増
加
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

万
一
火
災
が
発
生
し
た
と
き
、
重
要
な
こ
と
は
早
期
発
見
で
す
。

　

１
分
の
差
が
あ
な
た
と
家
族
の
命
を
守
り
ま
す
。

　

警
報
器
を
設
置
し
た
住
宅
の
場
合
、
設
置
し
て
い
な
い
住
宅
に

比
べ
、
火
災
に
気
付
く
の
が
平
均
で
１
分
以
上
早
く
な
っ
て
い
ま

す
。（
東
京
消
防
庁
調
べ
）

日
本
に
先
駆
け
て
設
置
が
義
務
化
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
火
災

死
者
数
が
約
６
，０
０
０
人
か
ら
約
３
，０
０
０
人
に
半
減
し
ま
し

た
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
よ
っ
て
火
災
が
未
然

に
防
が
れ
た
ケ
ー
ス
や
火
災
に
な
っ
て
も
初
期
消
火
や
避
難
に
成
功

し
た
ケ
ー
ス
が
、
多
く
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
住
宅
防
火
の
切
り
札
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

火
災
か
ら
大
切
な
家
族
と
財
産
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
ま
し
よ
う
。

□住宅用火災警報器推計普及率
� （平成23年12月時点）

宇和島地区広域事務組合消防本部管内
� …５９．４％
愛媛県
� …６８．６％
全国（平成23年６月時点）
� …７１．１％

［
行
政
相
談
］

◆
と　

き　

３
月
12
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

◆
内　

容　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

◆
相
談
員　

有
馬
節
男
（
行
政
相
談
員
）

［
心
配
ご
と
相
談
］

◆
と　

き　

３
月
12
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

◆
内　

容　

心
配
ご
と
相
談

◆
相
談
員　

民
生
児
童
委
員

［
人
権
相
談
］

◆
と　

き　

３
月
12
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室　

◆
内　

容　

人
権
相
談

◆
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

※住宅用火災警報器について、不明な点が
ありましたら、最寄りの消防署にお問い合
わせください。

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

「
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」
実
施
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町
長
も
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
体
験
し
ま
し
た

おしらせ　Information
　

宇
和
島
保
健
所
で
は
、
統
合
失
調
症
発
病
後
お
お
む

ね
10
年
以
内
の
方
の
家
族
が
集
ま
り
、
情
報
交
換
や
学

習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
話
せ
る
場
所
で
す
。

1
人
で
悩
ま
ず
、
あ
な
た
の
胸
の
う
ち
を
話
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　

程
】

　

平
成
2₄
年
３
月
７
日
㈬　

�

13
時
30
分
～
1₅
時
30
分

【
場　

所
】

　

宇
和
島
保
健
所
（
南
予
地
方
局
２
階
）

【
対　

象
】

　

発
病
後
お
お
む
ね
10
年
以
内
の
統
合
失
調
症
の
方
の
家
族

【
内　

容
】

　

座
談
会
・
学
習
会
な
ど

【
申
し
込
み
・
問
合
せ
先
】

　

宇
和
島
保
健
所�

精
神
保
健
係

　

☎
22
・
５
２
１
１
（
内
線
２
８
３
）

「
家
族
の
つ
ど
い
」
の
ご
案
内

【
お
済
み
で
す
か　

確
定
申
告
】

　

確
定
申
告
は
、
も
う
お
済
み
で
す
か
。

　

期
限
を
過
ぎ
て
申
告
や
納
税
を
さ
れ
ま
す
と
、
本
税

の
ほ
か
に
加
算
税
や
延
滞
税
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
書
は
、﹁
書
面
﹂
に
よ
り
郵
送
な
ど
で
提
出

で
き
る
ほ
か
、﹁
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
﹂
を
利
用
し
て
提
出
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
申
告
と
納
税
は
、
期
限
内
に
】

　

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期
限
は
、
申
告
期
限

と
同
じ
３
月
1₅
日
㈭
で
す
。
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
、
４
月
２
日
㈪
で
す
。

　

期
限
内
に
申
告
と
納
税
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
指
定
さ
れ
た
預
貯
金
口
座
の
残
高
を
確
認
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　

宇
和
島
税
務
署　

宇
和
島
市
堀
端
町
１
番
₃₈
号

　
　

代
表
電
話　
　
　

☎
₂₂
・
４
５
１
１

（
税
務
署
の
代
表
電
話
に
お
か
け
い
た
だ
く
と
、
自
動
音

声
案
内
が
流
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
案
内
に
従
っ
て
、
ご

用
件
の
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。）

宇
和
島
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
必
要
な
電
子
証
明
書
の
発
行
】

　
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
申
告･

納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
利

用
し
、
税
の
申
告
や
納
税
を
行
う
方
は
、
公
的
個
人

認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
が
必
要
で
す
。
役
場

で
は
、
町
民
課
窓
口
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

︹
発
行
に
必
要
な
も
の
︺

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）（
新
た
に

発
行
の
場
合
は
、
町
民
課
窓
口
で
手
数
料
５
０
０
円
。

発
行
ま
で
数
日
間
か
か
り
ま
す
。）

●
運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
公
的
証
明
書

●
手
数
料
５
０
０
円
（
電
子
証
明
書
発
行
手
数
料
）

問
い
合
わ
せ
は
、役
場
町
民
課�

☎
₄2
・
１
１
１
１
ま
で

　

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
₆0
歳
以
上
の
中
国
残
留

邦
人
な
ど
の
方
々
に
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
支
給

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成

20
年
１
月
１
日
時
点
で
要
件
に
当
て
は
ま
っ
て
い
た
方

は
、
平
成
2₄
年
12
月
31
日
が
申
請
の
締
め
切
り
日
と
な

り
ま
す
。
ま
だ
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
厚
生

労
働
省
中
国
孤
児
等
対
策
室
（
☎
０
３
・
５
２
５
３
・

１
１
１
１　

内
線
３
４
６
８
）
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。（
中
国
語
対
応
可
）　

永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
・

 

樺
太
残
留
邦
人
の
皆
様
へ

　

平
成
2₄
年
４
月
か
ら
、
な
な
い
ろ
キ
ッ
ズ
の
利
用
を

希
望
す
る
方
は
、﹁
入
会
申
請
書
等
﹂
に
必
要
な
事
項
を

記
入
の
上
、
役
場
町
民
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
会
関
係
書
類
は
、
役
場
町
民
課
に
あ
り
ま
す
。�

【
利
用
日
時
】

　

平
成
2₄
年
４
月
２
日
㈪
か
ら

【
利
用
対
象
】

　

松
野
町
内
の
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
１
年
生
か
ら
お

お
む
ね
３
年
生
ま
で
の
児
童
。（
４
年
生
～
６
年
生
も
可
）

　

た
だ
し
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
の
理
由
に
よ
り
帰
宅
し

て
も
児
童
の
み
で
家
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
の
み
。

【
実
施
場
所
】

　

森
の
国
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
松
野
町
大
字
松
丸
９

４
１
番
地
）

【
実
施
日
及
び
時
間
】

　

平
日
（
月
～
金
）
放
課
後
開
始
か
ら
午
後
６
時

　

長
期
休
業
日
等
（
月
～
金
）
午
前
８
時
～
午
後
６
時�

【
休
所
日
】

　

土
・
日
・
祝
祭
日
・

年
末
年
始
（
12
⊘
2₉
～
１
／
３
）・
お
盆
（
８
／
13
～
1₆
）

【
利
用
料
】

　

児
童
１
人
に
つ
き
月
額
４
，０
０
０
円
及
び
傷
害
保
険

加
入
金

　
（
東
小
学
校
区
の
方
：
別
途
送
迎
バ
ス
定
期
代
１
，０

０
０
円
必
要
）

【
申
込
締
切
】

　

４
月
２
日
か
ら
利
用
希
望
の
場
合
は
、３
月
９
日
㈮
ま
で

　
　

�

※
そ
れ
以
外
の
利
用
希
望
の
場
合
は
、
随
時
受
付

致
し
ま
す
。

な
な
い
ろ
キ
ッ
ズ︵
児
童
ク
ラ
ブ
︶入
会
申
込
に
つ
い
て

　

１
月
1₈
日
、
阪
本
町
長
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し

て
確
定
申
告
や
納
税
を
行
う｢

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ｣

を
体
験

利
用
し
ま
し
た
。｢

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ｣

は
、
事
前
に
届
け

出
を
す
れ
ば
、
自
宅
や
事
務
所
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
申
告･

納
税
が
で
き
る
電
子
シ
ス

テ
ム
で
す
。
添
付
書
類
の
提
出
が
不
要
で
、
確
定
申

告
期
間
中
は
、
夜
間
や
休
日
で
も
利
用
可
能
で
あ
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

初
め
て｢

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ｣

を
利
用
し
た
阪
本
町
長
は
、

｢
確
定
申
告
は
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
画

面
に
従
っ
て
入
力
す
る
だ
け
で
意
外
と
簡
単
に
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
是
非
多
く
の
方
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す｣

と
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
。
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交
通
災
害
共
済
の
加
入
申
し

込
み
期
限
は
3
月
末
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

組
で
の
取
り
ま
と
め
の
際
に

加
入
申
し
込
み
を
さ
れ
な
か
っ

た
方
で
、
加
入
を
希
望
さ
れ
る

方
は
役
場
総
務
課
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
お
手
続
き
は

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
共
済
掛
金
】

一　
　
　

般　

７
０
０
円

中
学
生
以
下　

３
０
０
円

（
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
の
誕

生
日
の
方
）

【
共
済
期
間
】

平
成
2₄
年
４
月
１
日
～

�

平
成
2₅
年
３
月
31
日

【
加
入
資
格
】

松
野
町
に
居
住
し
、
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
又
は
外
国
人
登
録

さ
れ
て
い
る
方
、
及
び
共
済
加

入
者
の
被
扶
養
者

【
申
込
期
限
】

平
成
2₄
年
３
月
30
日

【
問
合
せ
先
】

役
場
総
務
課
☎
₄2
・
１
１
１
１

交
通
災
害
共
済
の
お
し
ら
せ

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
制
度
と
第
３
号
不
整
合
問
題
に
つ
い
て

　

第
３
号
不
整
合
記
録
の
是
正
を
進
め
る
た
め
の
法
律
案
が
、
11
月

22
日
に
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
日
本
年

金
機
構
で
は
、
第
３
号
不
整
合
記
録
を
有
す
る
人
の
記
録
を
訂
正
し
、

年
金
受
給
権
の
確
保
に
向
け
た
対
応
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
過
去
2
年
以
内
に
第
３
号
不
整
合
記
録
を
有

す
る
こ
と
が
判
明
し
た
人
に
つ
い
て
、
記
録
訂
正
に
必
要
な
届
出
の

勧
奨
を
行
い
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

【
第
３
号
被
保
険
者
の
届
出
義
務
】

　

第
３
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き
お
よ
び
第
３
号
被
保
険
者
で
な

く
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
届
出
が
必
要
で
す
。

①　

３
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き
の
届
出

　

配
偶
者
で
あ
る
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
に
は
第
３
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
第
３
号
被
保

険
者
に
該
当
す
る
旨
の
届
出
を
配
偶
者
の
勤
務
す
る
会
社
等
に
提
出

し
ま
す
。

②　

３
号
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
の
届
出

　

第
３
号
被
保
険
者
の
年
収
が
増
加
し
て
１
３
０
万
円
以
上
に
な
る

と
見
込
ま
れ
る
場
合
や
配
偶
者
で
あ
る
第
２
号
被
保
険
者
が
退
職
な

ど
に
よ
っ
て
厚
生
年
金
保
険
等
の
加
入
者
で
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど

に
よ
り
配
偶
者
で
あ
る
第
２
号
被
保
険
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
場
合

に
は
、
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の
で
必
ず
市
区
町
村
に
第
１

号
被
保
険
者
へ
の
種
別
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

【
第
３
号
不
整
合
記
録
へ
の
対
応
】

　

こ
の
よ
う
な
届
出
も
れ
の
記
録
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将

来
年
金
を
請
求
す
る
際
に
過
去
に
遡
っ
て
本
来
の
第
１
号
被
保
険
者

期
間
に
記
録
訂
正
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
保
険
料
未
納
と
な
っ
て
年

金
額
が
減
額
と
な
っ
た
り
、
年
金
受
給
資
格
期
間
が
な
く
な
り
無
年

金
者
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
で
は
、
不
整
合
期
間
を
有
す
る
人
を

対
象
に
、
不
整
合
期
間
を
本
来
の
第
１
号
被
保
険
者
期
間
へ
変
更
し
、

変
更
後
の
年
金
記
録
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
期
間
へ
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
必
要
と
な
っ
た
期
間
（
過
去
２
年
以
内
）
に
つ
い
て
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
金
記
録
の
中
に
不
整
合
期
間
が
見
つ
か
り
、
過
去
２
年

よ
り
前
に
遡
っ
て
第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
し
て
い
た
場
合
に
つ
い

て
は
、﹁
第
３
号
被
保
険
者
該
当
届
（
年
金
確
保
支
援
法
用
）﹂
の
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
お
近
く
の
﹁
年
金
事
務
所
﹂

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

【
募
集
種
目
】

　

予
備
自
衛
官
補

【
応
募
資
格
】

①
一
般
公
募

1₈
歳
～
33
歳

②
技
能
公
募

1₈
歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能
に

応
じ
て

₅2
～
₅₄
歳
ま
で

【
応
募
締
切
】

４
月
４
日
㈬

【
試
験
期
日
及
び
試
験
地
】

①
一
般
公
募

４
月
14
日
㈯
松
山
駐
屯
地

②
技
能
公
募

４
月
15
日
㈰
善
通
寺
駐
屯
地

ま
た
は
伊
丹
駐
屯
地

【
問
合
せ
先
】

〒
７
９
８
・
０
０
３
４

宇
和
島
市
錦
町
10
︱
１

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

☎
・
℻　

23
・
５
４
３
１

自
衛
官
募
集

　松野町・鬼北町産の柚子の皮を
使った、ちょっとクセになるお菓子
「ゆずピー　鬼北の里」がえひめ南
農業協同組合より発売されます。
　酸っぱさの後に鼻に抜ける柚子の
香りがとてもさわやかです。
　柚子の皮にはビタミンＣ・ミネラル
が多く含まれ、風邪や花粉症が気に
なるこれからの季節にピッタリです。
　虹の森公園、森の三角ぼうしなど
道の駅での販売を予定しておりま
す。是非ご賞味ください！

町
産
品
を
使
っ
た
お
菓
子
が
誕
生

産業振興課　岡紀子さん

　町では、東日本大震災発生から１年を迎
え、東日本大震災で亡くなった多くの方々
のご冥福を祈るため、防災行政無線で追悼
サイレンを30秒間吹鳴します。ご協力をお
願いします。

【実施日時】
　３月11日㈰　午後２時₄₆分

「東日本大震災犠牲者の方への黙祷」
 の実施について

～平成24年４月からも医療機関での
 窓口負担１割が継続されます。～
　₇0歳から₇₄歳の人で医療機関での窓口負
担が１割の人は、２割に引き上げられる予
定でしたが、平成2₄年４月から平成2₅年３
月末までは引き続き１割負担になることに
なりました。

　このため、新しい保険証を３月下旬に青
色の封筒で郵送しますので、４月以降は現
在お持ちの【２割（但し平成2₄年３月31日
まで１割）】と表示された保険証は、ハサ
ミなどで裁断するなどして処分していただ
き、郵送された新しい保険証をお使いいた
だきますようお願いします。

【イメージ】

【問合せ先】　役場町民課　☎42－1113

₇₀歳から₇₄歳の
国民健康保険へ加入の皆様へ

平成24年４月から
２割  → １割

平成24年３月まで
１割

おしらせ　Information



11 ２０１２.３月

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
の
地
域
興
し

活
動
と
し
て
、
河
後
森
城
に
竹
灯
籠
を
灯
す
企

画
グ
ル
ー
プ
（
高
橋
洋
介
リ
ー
ダ
ー
）
は
、
昨

年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
追
悼
・
復
興
を

祈
願
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　

３
月
11
日
㈰ 

1₄
時
～

　

永
昌
寺
を
会
場
に
、
追
悼
法
要
や
念
仏
供
養
・

太
鼓
演
奏
・
オ
カ
リ
ナ
演
奏
・
魂
の
陶
芸
品
展
示
・

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
灯
籠
に
は
、
追
悼
と
復
興
を
テ
ー

マ
に
町
内
各
保
育
園
児
・
小
学
生
が
書
い
た
絵

や
言
葉
を
ロ
ウ
ソ
ク
で
灯
し
ま
す
。
な
お
、
来

場
者
に
は
、﹁
ぜ
ん
ざ
い
﹂
や
﹁
お
茶
﹂
の
サ
ー

ビ
ス
も
行
い
ま
す
。

　

沢
山
の
方
の
ご
来
場
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

松
野
町
地
域
雇
用
創
造
促
進
協
議
会　

山
田

☎
／
℻　

20
・
５
３
０
７

～入院以外でも、病院にかかる時の費用が一定の額におさまる制度が始まります～
　平成2₄年４月１日から、同じ月内で同じ医療機関（病院・薬局など）に外来受診された場合、その医療機関窓
口で支払う医療費を一定額【自己負担限度額】までにする制度が始まります。自己負担限度額は、世帯の所得区
分に応じて決まります。
　なお、複数の医療機関を受診した場合や「限度額適用・標準負担額認定証」を提示しなかった場合、自己負担
額を超えた分はこれまでどおり高額療養費として後日支給されます。
　自己負担限度額は、以下のとおり世帯の所得区分に応じて決まります。

【₇₀歳未満の国民健康保険加入者】

所 得 区 分 外来の自己負担限度額（1ヶ月） ４回目以降の
限度額 外来の自己負担限度額適用を受けるには

上位所得者
　　 ※1 1₅0,000円＋（医療費の総額－₅00,000円）×1％ ₈3,₄00円 被保険者証と「限度額適用認定証」を病院

の窓口に提示してください。
一　　　般 ₈0,100円＋（医療費の総額－2₆₇,000円）×1％ ₄₄,₄00円

住 民 税 非
課 税 世 帯 3₅,₄00円 2₄,₆00円 被保険者証と「限度額適用・標準負担額減額

認定証」を病院の窓口に提示してください。
� ※1　基礎控除後の総所得金額等の合計が₆00万円以上（国保加入者に限る）の世帯

【₇₀歳以上の国民健康保険及び長寿（後期高齢者）医療保険の加入者】
所 得 区 分 自己負担割合 外来の自己負担限度額（１ヶ月） 外来の自己負担限度額適用を受けるには

現 役 並 み
所 得 者 ３割 ₄₄,₄00円

今までどおり、被保険者証を病院の窓口に提示するだ
けで限度額までの負担となります。

一　　 般 １割 12,000円

低 所 得 Ⅱ １割 ₈,000円
被保険者証と「限度額適用・標準負担額減額認定証」
を病院の窓口に提示してください。

低 所 得 Ⅰ １割 ₈,000円

【申請方法】
　役場町民課にて、「限度額適用認定証」または「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付申請を行ってください。
　なお、すでに「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」をお持ちの方につきましては、再度
申請する必要はありません。現在お持ちの認定証を医療機関に提示することで、外来を受診される際に限度額ま
での金額で計算されます。
　○手続きに必要なもの…印鑑、被保険者証
※ただし、国民健康保険税の滞納がある世帯へ認定証の交付はできません。

【問合せ先】
　役場町民課　国保係・後期高齢者医療係　☎42－1113

国民健康保険と長寿（後期高齢者）医療保険からのお知らせ

東
日
本
大
震
災
追
悼
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て

　

昨
年
の
11
月
2₉
日
㈫
と
平
成
2₄
年
１
月
2₄
日

㈫
開
催
に
続
き
第
３
弾
と
し
て
、
３
月
６
日
㈫

に
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
料
理
を
虹
の
森
公
園　

レ
ス
ト
ラ
ン
遊
鶴
羽
で
実
施
し
ま
す
。

【
営
業
日
時
】

　

３
月
６
日
㈫　

11
時
～
1₄
時

　

料
金
は
８
８
０
円
で
食
べ
放
題

�　

新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
や
更
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

た
お
も
て
な
し
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
近
所
お
誘
い
の
上
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

松
野
町
地
域
雇
用
創
造
促
進
協
議
会　

山
田

☎
／
℻　

20
・
５
３
０
７

第
３
回
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
の
開
催
に
つ
い
て

【ホームページＵＲＬ】
http://www.matsuno-koyou.jp/

おしらせ　Information



　中宇禰一郎さんとそのご家族です。
　一郎さんと敦子さんご夫妻は、松丸駅前で40年続く老舗カフェレ
ストランを経営しています。
　一郎さんのお母さんである富代さんは、78歳になる現在でも、現
役の美容師として常連のお客さんを相手に、美容室を一人で切り盛
りしています。
　三男の聖輝くんは、ハードロック好きの一郎さんの影響からか、
中学生の頃にギターに目覚め、４月からは東京にあるギタークラフ
トの専門学校に通うことになりました。
　少し寂しくなる中宇禰家ですが、これからも若者の集まる素敵な
場所を提供し続けてください。

【コメント】
　まだまだ寒い日が続きます。あったかいチャンポンはいかが？

４月・５月生まれの
町民を募集します！

　広報まつのでは年齢・性別を

問わず、誕生日の町民を紹介し

ていきたいと考えています。

　掲載を希望される方は、総務

課広報担当までご連絡ください。

※都合により掲載できない場合

もありますのでご了承ください。

【問合せ先】
　☎42－1111（内線221）

集まれ！
３月生まれ

中宇禰　一郎さん（なかうね　いちろう）
　51歳　１９６１年３月31日生
中宇禰　敦子さん（なかうね　あつこ）
　47歳　１９６５年３月20日生
中宇禰　聖輝さん（なかうね　せいき）
　18歳　１９９４年３月６日生
中宇禰　富代さん（なかうね　とみよ）
　78歳　１９３４年３月９日生

◇世帯数
　1,994世帯
　（＋２世帯）
◇総人口
　4,439人 （－10人）
　男2,099人
　女2,340人

（１月中の異動）
　出生　１人
　死亡　８人
　転入　７人
　転出　10 人
平成24年１月31日現在

町 の 人 口 ご
寄
付
お
礼

（
１
月
31
日
現
在
、
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

金
一
封
　
今
泉
　
哲
男
　
豊
　
岡

金
一
封
　
毛
利
　
　
正
　
富
　
岡

金
一
封
　
行
定
　
良
友
　
奥
野
川

金
一
封
　
中
平
　
明
彦
　
目
　
黒
　
　

☆
広
報
送
付
お
礼

金
一
封
　
伊
井
　
　
一
　
吉
　
野

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

豊
　
岡
　
今
泉
由
美
代
　
　
91
歳

吉
　
野
　
松
身
　
　
稔
　
　
80
歳

豊
　
岡
　
酒
井
　

男
　
　
94
歳

富
　
岡
　
毛
利
　
龍
己
　
　
89
歳

松
　
丸
　
谷
山
　
友
江
　
　
90
歳

目
　
黒
　
中
平
ハ
ル
コ
　
　
95
歳

吉
　
野
　
酒
井
　
國
雄
　
　
84
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

発　行／松野町役場　　編　集／総務課　〒 798-2192　愛媛県北宇和郡松野町大字松丸343　☎0895－42－1111
URL:http://www.town.matsuno.ehime.jp/　　E-mail:m-soumu@town.matsuno.ehime.jp

３月の行事予定

３/３㈯ 防災フェア
３/11㈰ 東日本大震災犠牲
者の方への黙祷
３/16㈮ 松野中学校卒業証
書授与式
３/16㈮ 松野町戦没者追悼式
３/18㈰ 森の国戦国武者伝走
３/19㈪ 春一番!落語二人会

会場：吉野生交流促進センター
３/22㈭ 松野東小学校卒業式
　　　　松野西小学校卒業式
３/24㈯ 町内保育園卒園式

年　月　日
宇　和　島　市

北　宇　和　郡
外　科　系 内　　　科　　　系

平成24年３月４日㈰ ま す だ ク リ ニ ッ ク
伊吹町　☎（23）6611

沖 循 環 器 内 科 医 院
新田町　☎（25）3335

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

口 羽 外 科 胃 腸 科 医 院
津島町　☎（32）5000

平成24年３月11日㈰ 友 松 外 科・ 胃 腸 科
鶴島町　☎（22）0410

木 村 内 科 医 院
京　町　☎（24）0030

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

あ べ 医 院
津島町　☎（32）2616

平成24年３月18日㈰ 鎌 野 病 院
広小路　☎（24）6611

松 浦 内 科 医 院
並　松　☎（23）1122

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

市 立 津 島 病 院
津島町　☎（32）2011

平成24年３月20日㈷ 宍戸脳神経クリニック
堀端町　☎（22）0597

吉 田 内 科 泌 尿 器 科 医 院
御幸町　☎（25）1330

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

町 立 北 宇 和 病 院
鬼北町　☎（45）1221

平成24年３月25日㈰ 上 田 外 科
広小路　☎（25）0100

山 本 内 科 医 院
本町追手　☎（22）5100

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

永 井 内 科 医 院
津島町　☎（32）6688

３月の休日当番医

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）（
出
生
児
）（
性
別
）

豊
　
岡
　
宮
崎
　
光
　
太た
い

　
陽よ
う

　
　
男

　
　
　
　
　
　
由
加

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。


